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〔分別方法〕 

1．ビン・缶・ペットボトル · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  ビン・缶、ペットボトル置き場（①）へ 

2．再生紙以外の燃えるゴミ · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  燃えるゴミ用コンテナ（②）へ 

分類例：防水加工紙、紙コップなどのワックス加工紙、カーボン紙、油紙、写真、紙パック、ワッペン類、

ファイルの金具、布製品、金属クリップ類、フィルム類、セロハン、プラスチック製品、ガラス製

品、汚れた再生可能な紙、カップ麺のから容器など。 

3．古紙類（新聞・雑誌・パンフレット等） · · · · · · · · · · · · · · · · ·  古紙回収倉庫（③）へ 

分類例：新聞、チラシ（広告）、週刊誌、月刊誌、単行本、カタログ、パンフレット 

○チラシ（折り込み広告）は新聞と一緒に出す。別々に分けて、ある程度運びやすい量で縛る。いずれも大

きさをそろえてひもで十文字に縛って出す。 

4．段ボール · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  古紙回収倉庫（③）へ 

○果実や家電などの段ボールすべて梱包を開いてたたんだ状態で、枚数が複数の場合はひもで縛るなどして

まとめる。止め金（ホチキス類）ははずさなくても可。紙テープ、布テープが残っていても可。 

5．リサイクル可能（再生可能）な紙類 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  古紙回収倉庫（③）へ 

分類例：チラシ、メモ紙、封筒、はがき、カレンダー、チケット、ボール紙、ＯＡ用紙、名刺、レシート、 

包装紙、紙袋類、菓子や贈答品などの紙箱、トイレットペーパーの芯、割ばしの袋など 

○窓付き封筒は、窓の部分（ビニール）を切り取って再生紙として分別する。 

小さくて束ねることができない再生用紙類は、紙袋にまとめて入れて回収時に中身が出ないよう封をする。 

 

 

〔学内ごみ置き場〕 
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ＳＮＳの利用について（注意喚起） 

 

インターネット上に投稿した無自覚な行動や発言が、公序良俗に反する行為として社会問題になっています。 

その類の問題で、本学学生の事実確認を求める通報や抗議が本学に寄せられることもあります。軽率な行動

をした一部の学生のおかげで、大学の品位が問われ、良識ある学生生活を送っている多くの学生に迷惑を掛け

るのは誠に遺憾です。 

ＳＮＳ（X（旧 Twitter）、Facebook、LINE、Instagram など）を利用する場合は法令を遵守して、軽率な行動

や発言に注意して、健全なコミュニテイを構築してください。 

 

○投稿時の注意 

  不特定多数の利用者がアクセスできることから、いったん発信された情報は完全に削除することは出来ません。投稿

者本人が削除しても、ネット上には残っている可能性があり、それを検索することも可能です。投稿する際は、より慎

重になる事が必要です。 

  また、削除すれば問題ないという考え方は大きな間違いです。 

 

○守秘義務と機密保護 

  諸活動において学外施設等を訪問する場合があるかと思いますが、そういった施設や訪問先で勝手に写真や動画を撮

って、無断で投稿することは、情報漏えいやプライバシーの侵害といった問題が起こる場合があります。 

 

○自覚と責任 

  匿名や偽名であれば自分であることは特定されないと思っているのは間違いです。使用する端末から発信元を特定す

ることは容易です。不要な投稿は絶対にやめましょう。 

 

○他者の尊重 

  他者に対する誹謗中傷を投稿すると人権侵害や名誉毀損になる可能性があります。他者への配慮を十分に心がけまし

ょう。 

友達同士の写真のタグ付等にも十分な配慮が必要です。ＳＮＳに写真を投稿したことにより友人のプライバシーを侵

害してしまったり、SNS を介して周囲の友人の私生活を公にしてしまうことがあります。SNS に投稿する際には画像に

写っている友人に断りを入れたり、個人がわからないように工夫したりというといった心遣いが必要です。 

 

○プライバシーの保護 

ＳＮＳは個人の特定や個人情報の取集が容易です。個人情報を登録、公開する際は利用するＳＮＳの内容を十分理解

したうえで行なうようにしてください。 

プロフィール画像によって顔の特定が可能ですし、チェックイン機能や携帯電話・スマートフォンからの画像投稿に

よって位置情報が確認できてしまいます。写真を撮影する際には GPS 機能を OFF にするよう心がけ、安易に自宅周辺

の情報や行動範囲の情報を投稿しないように気を付けましょう。 

 

学 生 課 

 


